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Ⅰ．はじめに
　本実践においても，江草（2022）と同様に，

看図アプローチ（鹿内 2016）を用いて協同学習

を推進している。このアプローチでは，ビジュア

ルテキストの読解を授業の中に取り入れている特

徴があり，Finke, Ward and Smith（1996）の創

造的思考に関するジェネプロアモデル理論を基礎

として採用している。この理論では，創造的思考

を「発明先行構造生成段階」と「発明先行構造探

索段階」に分離した２段階モデルで説明してい

る。何かを創造する人は，まず生成段階において

「創造的発見を促進するようなさまざまな特性を

もつ発明先行構造と呼ばれる心的表象を構築して

いる」（Finke, Ward & Smith, 1996 小橋訳 1999, 

p.19）。発明先行構造を生成したら，学習者はそ

れを探索したり解釈したりする。これが探索段階

である。この２段階を経て創造的作品が産出され

ていく。また，ジェネプロアモデル理論では，「創

造的探索と解釈に貢献する発明先行構造の６つの

特性」を考えている。それらは斬新性・あいまい

性・暗示的有意味性・創発性・不調和性・拡散性

である（Finke, Ward & Smith, 1996, pp.23-24）。

　このような理論を，看図アプローチでは採用し

ているが，鹿内（2015）は，ビジュアルテキス

トには，先述した６つの特性を含む，ある種の「わ

かりにくさ」が備わっている必要があると述べて
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いる。この「わかりにくさ」が，学習者たちが個々

に思考したり，ペアやグループで協同の学び合い

を深めながら，ビジュアルテキストを様々に解釈

したり，表現したりすることを可能にしている（鹿

内 2015・2022）。また，このテキストを読み解

いていくための処理として，次の３つの活動があ

る（鹿内 2015）。１つ目が，「変換」であり，ビジュ

アルテキスト中に描かれている（あるいは写って

いる）諸要素を言語化する活動である。２つ目

が，「要素関連づけ」であり，ビジュアルテキス

トを構成している諸要素を相互に関連づける活動

である。３つ目が，「外挿」であり，ビジュアル

テキスト中に表現されている内容を超えて，展開

について推量したり結果を予測したりすることに

より，発展的に考えていく活動である。

　本稿では，江草（2022）とは異なるビジュア

ルテキストを用いた，定時制高校４年生を対象に

した英語授業を報告する。この授業は，「変換」「要

素関連づけ」「外挿」の３つの活動を引き出すよ

うに設計されている。また，本実践で得られた記

述データを，江草（2022）と比較し，どのよう

な変化が生じたかについて考察する。

Ⅱ．４年生「英語表現Ⅰ」における授業実践
　本実践は，2022 年の７月にＡ高等学校（高校）

の定時制課程で行われた。２，３，４年生でこの実

践が行われたが，本実践では，４年生の「英語表

現Ⅰ」の授業のみ報告する。この科目は，２単位

科目（１週間に２回授業がある）である。2022

年３月にもビジュアルテキスト「室内光景」を用

いて実践（江草 2022）が行われたので，今回で

２回目となる。今回は，「糸通し」というビジュ

アルテキスト（図１参照）を用いて，４時限配当

の授業を行った（資料１・２・３・４参照）。また，

本実践で用いられたワークシートは，以下に示す

５つである（ワークシート１～５参照）。学習者は，

男子５名，女子３名，計８名のクラスである。

図１　糸通し

ワークシート１

　　　　　　　　　　　年　名前　　　　　　

１．ビジュアルテキストに描かれている『もの』

　を４つ以上書いてください。

（記入欄省略）

２．１．で描かれていた『もの』を英語に直し

　てください。

（記入欄省略）

ワークシート２

　　　　　　　　　　　年　名前　　　　　　

３．ワイシャツはどこにありますか？答えを

　５つ以上日本語で書いてください。

（記入欄省略）

４．３．で書いたものを英語に直してください。

（記入欄省略）

ワークシート３

　　　　　　　　　　　年　名前　　　　　　

５．この人（Miki）はこれからいくつかの作

業をします。どんな作業をどんな順番でし

ていくと思いますか。ビジュアルテキスト

に描かれていることを根拠にして，日本語

で考えて書いてください。

（記入欄省略）

６．５．で書いたものを英語に直してください。

（記入欄省略）

©yuki.ishida
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ワークシート４

　　　　　　　　　　　年　名前　　　　　　

鑑賞用ワークシート

７．次の作品を読んで，どの作品が一番良い

と思いましたか。理由とともに説明して下

さい。

　一番良いと思った作品→　　　　

理由

（記入欄省略）

ワークシート５

　　　　　　　　　　　年　名前　　　　　　

８．2022 年 3 月に行ったビジュアルテキス

トの授業と比べてどうでしたか。自由に書

いて下さい。

（記入欄省略）

９．その他，今回の授業をやってみてどうで

　したか。感想などを自由に書いて下さい。

（記入欄省略）

©yuki.ishida

資料１ ４年生「英語表現Ⅰ」における１時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ビジュアルテキスト「糸通し」とワークシート１を配付

１．描かれている「もの」を４つ以上書く 7分
ペアやグループで話し合いながら作業を進めて良いと指示

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

作業の早い学習者は，１．で描かれている「もの」を英語に直す

４名の学習者が「もの」を板書する 4分
答えを確認する 自分が書いていない「もの」があれば，赤ペンで追加する

（「もの」の共有） 2分

２．１．で描かれている「もの」を英語に直す 8分
教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

４名の学習者が英語を板書する 5分
答えを確認する 自分が書いていない「もの」があれば，赤ペンで追加する

（英語の共有） 3分

英語の発音練習 1分
ワークシート２では，先生は，どのような発問をするか考える 5分
ワークシート１を回収

資料２ ４年生「英語表現Ⅰ」における２時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ワークシート１を配付

前回の欠席者には，他の学習者が書いた解答を配付して，学習に差が出ないように

配慮する

ワークシート２で，教師がどのような発問をするか学習者に考えさせる時間を 2分
程度取ったが，正解が出なかったので，ワークシート２を配付した 3分
３．ワイシャツはどこにありますか？5つ以上日本語で書く
ペアやグループで交流しても良いと指示

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする 12分
４名の学習者が日本語を板書し，板書したものを発表した 5分
答えを確認する 自分が書いていない答えがあれば，赤ペンで追加する

（答えの共有） 3分

３．で書いたものを英語に直す 12分
ワークシート２を回収

資料１　４年生「英語表現Ⅰ」における１時限目の授業計画
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資料１ ４年生「英語表現Ⅰ」における１時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ビジュアルテキスト「糸通し」とワークシート１を配付

１．描かれている「もの」を４つ以上書く 7分
ペアやグループで話し合いながら作業を進めて良いと指示

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

作業の早い学習者は，１．で描かれている「もの」を英語に直す

４名の学習者が「もの」を板書する 4分
答えを確認する 自分が書いていない「もの」があれば，赤ペンで追加する

（「もの」の共有） 2分

２．１．で描かれている「もの」を英語に直す 8分
教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

４名の学習者が英語を板書する 5分
答えを確認する 自分が書いていない「もの」があれば，赤ペンで追加する

（英語の共有） 3分

英語の発音練習 1分
ワークシート２では，先生は，どのような発問をするか考える 5分
ワークシート１を回収

資料２ ４年生「英語表現Ⅰ」における２時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ワークシート１を配付

前回の欠席者には，他の学習者が書いた解答を配付して，学習に差が出ないように

配慮する

ワークシート２で，教師がどのような発問をするか学習者に考えさせる時間を 2分
程度取ったが，正解が出なかったので，ワークシート２を配付した 3分
３．ワイシャツはどこにありますか？5つ以上日本語で書く
ペアやグループで交流しても良いと指示

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする 12分
４名の学習者が日本語を板書し，板書したものを発表した 5分
答えを確認する 自分が書いていない答えがあれば，赤ペンで追加する

（答えの共有） 3分

３．で書いたものを英語に直す 12分
ワークシート２を回収

資料２　４年生「英語表現Ⅰ」における２時限目の授業計画

資料３ ４年生「英語表現Ⅰ」における３時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか  10分

ワークシート２と３を配付

ワークシート３で，この人は，どんな作業をどんな順番でしていくと思うか

日本語で考えて書く。この時に，この人は，他の人に変えてもいいと指示する

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

初めは，個人思考し，その後，ペア，もしくは，グループで，協同思考や，交流

を行う 18分

その後，日本語で考えたものを英語に翻訳する 17分
ワークシート３を回収

資料４ ４年生「英語表現Ⅰ」における４時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ワークシート３と作品集を配付。 つの作品集を鑑賞する 5分
学習者は，一つ一つの作品をみんなの前で朗読する 3分
ワークシート４を配付。一番良かったと思う作品とその理由を書く 5分
許可を取った上で，それぞれの学習者に，一番良かったと思う作品とその理由を

発表する 2分

ワークシート５を配付し，2022年 3月に行ったビジュアルテキストの授業と比べて
どうだったか。今回の授業をやってみてどうだったか感想などを自由に書く 18分
ワークシート４とワークシート５を回収 2分

ワークシート３については，まだ何か書き足りないことがあれば，書いてくれば

添削すると指示する

資料３　４年生「英語表現Ⅰ」における３時限目の授業計画
資料３ ４年生「英語表現Ⅰ」における３時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか  10分

ワークシート２と３を配付

ワークシート３で，この人は，どんな作業をどんな順番でしていくと思うか

日本語で考えて書く。この時に，この人は，他の人に変えてもいいと指示する

教師は机間巡視しながら○をつけたり，誉めたり，助言したりする

初めは，個人思考し，その後，ペア，もしくは，グループで，協同思考や，交流

を行う 18分

その後，日本語で考えたものを英語に翻訳する 17分
ワークシート３を回収

資料４ ４年生「英語表現Ⅰ」における４時間目の授業計画

出欠確認・洋楽の歌詞の音読・聞くか，歌うか 10分

ワークシート３と作品集を配付。 つの作品集を鑑賞する 5分
学習者は，一つ一つの作品をみんなの前で朗読する 3分
ワークシート４を配付。一番良かったと思う作品とその理由を書く 5分
許可を取った上で，それぞれの学習者に，一番良かったと思う作品とその理由を

発表する 2分

ワークシート５を配付し，2022年 3月に行ったビジュアルテキストの授業と比べて
どうだったか。今回の授業をやってみてどうだったか感想などを自由に書く 18分
ワークシート４とワークシート５を回収 2分

ワークシート３については，まだ何か書き足りないことがあれば，書いてくれば

添削すると指示する

資料４　４年生「英語表現Ⅰ」における４時限目の授業計画
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Ⅱ－１　「英語表現Ⅰ」1時限目
　１時限目では，看図アプローチの３つの活動の

うち，ビジュアルテキスト中に描かれている諸要

素を言語化する「変換」を行った。この活動を行

うのが，ワークシート１である。ワークシート１

の１．の発問で，「変換」の指示をしている。生

徒たちは，図１のビジュアルテキストに描かれて

いる「もの」について，以下のように解答していた。

1) まち針  2) 靴下  3)Y シャツ 4) 糸切りはさみ 

5) ピンクッション 6) ボタン 7) 糸  8) 手  9) 爪  

10) コンセント  11) 机  12) しわ  13) 腕  

14) 影 15) 壁  16) 襟 17) タグ  18) 地平線  

19) はさみ  20) シャツ  21) 縫い針  

22) T シャツ  23) まち針  24) 指先  25) 線画  

26) 服  27) 10 本指  28) 地面  29) コンセント 

30) まち針  31) 手相  32) 靴下の柄

　また，ワークシート１の２．では，１．で描か

れていた「もの」を英語に訳してもらった。生徒

たちは以下のように解答していた。なお，「もの」

に関する日本語と英語の解答は，番号によって意

味が対応するようにしている。ただし，日本語は

32) まであるのに対して，英語は 29) までしかな

い。これは，英語で考える時間が足りなかったた

めである。

1) needle, town needle 2) socks 3) shirt 

4) thread trimmer scissors, thread cutting 

scissors 5) pincushion 6) button 7) thread 

8) hand 9) nail 10) outlet 11) desk 

12) wrinkles 13) arm 14) shadow 15) wall 

16) collar 17) tag 18) horizon 19) scissors 

20) shirt 21) sewing needle 22) T-shirt 

23) marking pin 24) fingertip 25) line drawing 

26) clothes 27) ten fingers 28) ground 

29) socket

Ⅱ－２　「英語表現Ⅰ」２時限目
　２時限目では，看図アプローチの３つの活動の

うち，ビジュアルテキストを構成している諸要素

を相互に関連づける「要素関連づけ」を行った。

この活動を行うのがワークシート２である。ワー

クシート２の３．は，「要素関連づけ」を行うた

めの指示である。ここでは，ビジュアルテキスト

中の「ワイシャツ」はどこにあるか書いてもらっ

た。生徒たちは次のように解答していた。

1) 靴下の右隣に置いてある　　　

2) ピンクッションの左隣に置いてある

3) 靴下とピンクッションの間に挟まれている    

4) ピンクッションの上　5) 糸切りハサミの上　　　

6) 靴下の右　7) ボタンの右上　

8) 自分の正面（自分は一人称とする）　　

9) コンセントの向く方向，直線上

10) 手の上にあります　　　

11) ピンクッションの上にあります

12) 靴下とピンクッションの間にあります    

13) 糸切りハサミと靴下の間にあります　　　

14) ボタンの右斜め上にあります

15) コンセントの横　　　

16) 針の上　17) 糸の上　18) 台の上

19) 台の真ん中　20) くつ下のとなり  　

21) 手もと　22) まち針のとなり

23) ピンクッションのとなり   

24) コンセントの延長線上  

25) くつ下とピンクッションのとなり    

26) くつ下とピンクッションの間に置かれている

27) 机の上に置いてある    

28) 手元のすぐ下に置いてある　　　

29) 針と糸の上に置いてある    

30) 壁の近くに置いてある　 

31) ど真ん中に置かれている    

32) 取れたボタンの右斜め上に置かれている

33) ピ ン ク ッ シ ョ ン の 左 斜 め に 置 い て あ る　　　

34) 腕の上にちょうどよくある

35) 糸 切 り ハ サ ミ と 靴 下 の 間 に 置 い て あ る　　

36) まち針の左上　37) 机の真ん中にある

38) コンセントの真横にある　　

39) ボタンの右斜めにある　　　

40) 壁の近くにある

41) くつ下の右にある 
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42) コンセントの右にある       

43) まちばりの上にある

44) ピンクッションの上にある　　　

45) 手の前にある　46) ハサミの上にある

47) くつ下とピンクッションの間にある    

48) ボタンの右上にある

49) まちばりの左隣に置いてある     

50) ボタンの右上に置いてある　

51) 壁の近くに置いてある    

52) 机の上に置いてある　53) 壁の上　

54) ど真中　55) コンセントの横　

56) はりの上　57) 糸の上

58) 靴下とピンクッションの間　　

59) 糸切りはさみとくつ下の下　　

60) ボタンの右斜め上　　

61) まち針のとなり　62) 机の上　　

63) 自分から見て真正面に置いてある　　

64) 唯一，地平線にかすっているところ　　　

65) 糸切りハサミやコンセントの間に置かれている　

66) コンセントの近く
　また，ワークシート２の４．では，上掲の日本

語を英語に翻訳してもらった。生徒たちは次のよ

うに解答していた。なお，「要素関連づけ」に関

する日本語と英語の解答は，番号によって意味が

対応するようにしている。ただし，日本語は 66)

まであるのに対して，英語は 48) までしかない。

これは，英語で考える時間が足りなかったためで

ある。また，できる限り生徒の解答をそのまま再

現しているので，文法的に間違いだと見受けられ

るものもある。

1) It’s on the right side of the socks.    

2) It’s on the left side of the pincushion.

3) It’s on the sandwiched of the socks and 

pincushion.

4) The shirt is on the pincushion.

5) It is on top of thread trimmer scissors.

6) It is right of socks.

7) It is top right of the button.

8) It is in front of me.

9) It is on the outlet straight line.   

10) It’s on the top of your hand.

11) It’s on the top of the pincushion.   

12) It’s located between the socks and the 

pincushion.

13) It’s located between the thread trimmer and 

the socks.

14) It’s on the right side of the button 

15) Next to the outlet.            

16) It’s on the top of the needle.   

17) It’s on the top of the thread.     

18) Shirt is on the desk.   

19) Shirt is in the center of desk.   

20) It is next to socks.     21) Shirt is at hand.   

22) It is next to pin.   

23) It is next to pincushion.

24) On the extension of the outlet.    

25) It is next to socks and pincushion.

26) between socks and pincushion.    

27) I put it on my desk.

28) It’s just above your hand.   

29) It is placed between the needle and the 

thread.

30) It’s placed near the wall.    

31) In the middle

32) It is placed diagonally to the right of the 

button that was removed.

33) It is placed diagonally to the left of the 

pincushion.    34) It is just on the arm. 

35) It is placed between the thread trimmer and 

the socks.    

36) It is on the gusset needle. 

37) It is in the middle of the desk.    

38) It is right next to the outlet.    

39) It is the button diagonally to the right.

40) It is near the wall.    

41) It’s on the right side of the socks.

42) It’s on the right side of the socket.
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43) It’s on the town needle.   

44) It’s on the pincushion.       

45) It’s in front of hands.  

46) It’s on the scissors.    

47) It’s between socks and pincushion.

48) It’s in the upper right corner of the button.

Ⅱ－３　「英語表現Ⅰ」３時限目
　３時限目では，看図アプローチの３つの活動の

１つである「外挿」を行ってもらった。「外挿」とは，

ビジュアルテキスト中に表現されている内容を超

えて，展開について推量したり結果を予測した

り，発展的に考えていく活動である。「外挿」は，

ワークシート３で行ってもらった。ワークシート

３の５．では，「この人（Miki）はこれからいく

つかの作業をします。どんな作業をどんな順番で

していくと思いますか。ビジュアルテキストに描

かれていることを根拠にして，日本語で考えて書

いて下さい」と指示した。生徒たちは以下のよう

に，解答していた。ただし，「この人」については，

他の人に変えてもいい，と補足説明をした。

・針に糸を通す。ボタンが落ちているので，ワ

イシャツにボタンを付ける。靴下に穴が空い

ているように見えるので，穴をぬおうとして

いる。コンセントがあるので，ワイシャツに

アイロンをかけようとしている。ハサミがあ

るので，糸を切ろうとしている。靴下がある

ので，靴下に模様を付けようとしている。

・針に糸を通し，ボタンを探す。見つけた後，

独歩 (Doppo) は，ワイシャツにボタンをつけ，

アイロンでしわを伸ばし始めました。その後，

独歩はワイシャツを着て東京ドームの地下に

ある闘技場に向かいました。

・取れたボタンを付けるために針と糸を準備す

る。針に糸が通れば糸の上を玉留めする。あ

まった糸は糸切りハサミで切る。しわになっ

た白いワイシャツは近くにあるアイロンで伸

ばす。取れたボタンで糸を通す。糸を通した

後は，ワイシャツにボタンを付けて行く。縫

い終われば玉結びをする。

・近くにある靴下に穴が空いてたため，机の上

に置く。それからある程度縫い終わればピン

クッションを用意してコンセントを取り，針

をピンクッションに刺す。～片付け終了～

・ハギーワギーは，まずアイロンでワイシャツ

のシワをまっすぐにする。次に，糸切りハサ

ミで糸を切って針に糸を通す。ラウンド２

オーブンレンジの中に靴下を入れ，温まった

靴下を愛犬の人喰い芋虫の服につくります。

なんと服をつくっている時にマミーが来たで

はありませんか！！そこで気付いたハギーワ

ギーは，アミーの分のもお服をつくりました

とさ。おしまいおしまい。※ちゃんと道具は

しまいました。

・袖の出入り口をふさぐ。あえて，あらかじめ，

ボタンをとめている糸を少し切っておき，は

ずれたところですかさず「俺が直してやるよ」

と作戦を決行。まず，ワイシャツと同じ色の

糸を選び，袖から 15 センチほど離れた所を

4 センチほど縫う。ちゃんとボタンを直して

おく。空いた時間で，いつの日か，はくであ

ろう靴下のあえて片っぽだけを縫う。

・１．糸を針穴に通す。２．糸切りはさみで余

分な糸を切り。３．ボタンを縫い付ける。４．

その後，アイロンでワイシャツのしわを伸ば

す。

・針に糸を通す。針から抜けないように糸を

少し結ぶ。ワイシャツにボタンを付ける。針

に通した糸を糸きりハサミで切って片付け

る。ちゃんとボタンがついたか着て確認する。

　また，ワークシート３．の６では，５．で書い

たものを英語に翻訳してもらった。生徒たちは次

のように解答していた。

・Miki has a thread and a needle, so she’s 

trying to thread the needle. The button is 

falling, so I’m trying to put a button on 
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my shirt. It looks like there’s a hole in my 

socks, so I’m trying to sew a hole. I have an 

outlet, so I’m trying to iron my shirt. 

I have scissors, so I’m trying to cut the 

thread. I have socks, so I trying to put a 

pattern on her socks.

・Thread the needle and look for the button. 

After that, Doppo pressed a button on my 

shirt and started ironing it to smooth out 

the wrinkles. After that, Doppo wore a shirt 

and headed to the arena in the basement of 

Tokyo Dome.

・I prepare the needle and thread to attach 

the button that came off. If the thread passes 

through the needle, it will be ball-stopped on 

the thread. Cut the excess thread with thread 

trimming scissors.

・Block the doorway of the sleeve project. Cut 

the thread that holds the button in advance, 

and carry out the strategy saying “I’ll 

fix it” regardless of where it came off. 

First, select a thread of the same color as 

the shirt and sew about 4cm away from the 

sleeves.

・1. Thread the needle.  2. Cut excess thread 

with scissors.  3. Sew the button.  4. Smooth 

out wrinkles on shirts with an iron.

・Miki threads the needle. Ties a little thread 

so that it doesn’t come off the needle. Miki 

puts a button on her shirt. Cut the thread, 

passed through the needle with thread 

trimming scissors and put it away. Wears 

and check.

Ⅱ－４　「英語表現Ⅰ」４時限目
　４時限目では，ワークシート３で作成した英語

と日本語をまとめた作品集を配付して鑑賞会を行

い，振り返りを行った。ワークシート４．の７で

は，「次の（生徒の）作成した作品を読んで，ど

の作品が一番良いと思いましたか。理由とともに

説明して下さい。」と指示した。

編集委員会注：査読の過程で「『どの作品が一

番良いと思いましたか』という教師発言は好

ましくない」という意見が出された。この発

言は学習者を序列化するものである。このた

め，このような発言は今後改善するように本

論文執筆者に伝えた。あわせて，「協同の精神」

「看図アプローチの理念」についての学び直し

も促した。以上のような指導を本論文執筆者

にしたうえで，「掲載論文として採択する」と

いう判断をした。

　

　生徒たちは次のように解答していた。

C →仮定もしっかりと書いていて片付けまで

　しっかりしている所が良いと思いました。

C →丁寧に書かれていたから。

G →心のつながりを感じた。

C →細かく説明していて何をしているかが，分

　かりやすく良いと思いました。

F →シンプルで良いなと。

B →フィーリングが良い。独歩のその後が気に

　なったから。

E →すごく分かりやすい説明と「　」の台詞で

“ 俺が直してやるよ ” が不意におもしろかっ

た。それからしっかり靴下を縫うストーリー

も書かれており，とても面白い話だなと思い

ました。

　また，ある生徒は次のように，１番良いと思っ

た作品が３つあったので，３つの理由を解答した。

B →日本語と英文から見るととても面白い。

C →絵だけを見て想像を大きくひろげてくれて

　説明がとてもわかりやすい。

E →２段目の「俺が直してやるよ」の言葉がと

　ても印象的。

　最後に，ワークシート５．の８では，江草 (2022)
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で行った看図アプローチによる授業と比べてどう

だったかについて自由に記述してもらった。生徒

たちは次のように記述していた。

・今回のビジュアルテキストは前回と比べると

工程が多く，とてもおもしろく，色々な英文

を作ることが出来たので，良かったです。

・前の時間で使った単語よりも少し難しめの単

語が出てきたなと思ったので，文などを考え

るのが少し難しかったです。

・二度目だったので，想像がしやすく，やりや

すかった。他のみんなも工夫されていて，余

裕が感じられた。何と言っても楽しくて自分

で考えた文を英語にする工程があるので，知

らない英語表現が知れて勉強にもなった。

・前より色々考えるのが少し難しく感じまし

た。前は今回より少し情報が少なかったこと

から色々なことが想像できました。しかし，

今回は物がいっぱいで，それで多く書けまし

たが，それで色々な想像が出来なくなってい

て，難しかったです。

・前回のものより情報が難しかった。

・前回のビジュアルテキストも，今回のビジュ

アルテキストも，どちらも頭を使うような面

白くよく考えさせられる内容だったので，ど

ちらも良かったです。次のビジュアルテキス

トがあることを期待しています。

・すごく見やすくて分かりやすい。男・・？の

人の目線がちゃんとおくっていて遠近法が

ちゃんとなっていていい。影などをつけてい

るのが印象的。前回も今回のビジュアルテキ

ストを見ても作ったのがすごいなと思った。

時計が見やすい。外の窓から見ているような

感じで素敵。

　また，ワークシート５．の９では，今回の授業

を体験しての感想などを，自由に記述してもらっ

た。生徒たちは次のように記述していた。

・「前回と比べると」と書きましたが，どちら

　もとても良く，また，やりたいと思いました。

・あまり使ったことのないような単語が出てき

たり，それを使って文章を考えるのは難しか

ったですけど，とても勉強になったし，他の

人の文章を聞くのは面白かったです。

・上にも書いたが，自分で考えた文を英訳させ

るのはすごくいいと思う。楽しいし，新しい

表現も覚えれる。僕もいくつか新しく覚えら

れてうれしい。

・楽しかったです。

・みんなの個性が光っていて，前回以上に面白

　かったです。

・長文の英語が書けるから難しいけど・・・楽

　しさがある。

・正直，楽しかったと思います。理由としては，

沢山の人たちの考えやその人なりの発想，考

え，を聞いていてとても楽しかったからです。

それに加え，自分の考えを発表できるので，

今回の授業は楽しむことができました。たま

には，こういった事を家族や友人に教えるの

も良いかなと思いました。

・最初はどんなのかなと思っていましたが，い

ざやって見るととても面白いと思いました。

次回も時間がある時，またやりたいなと思っ

た。想像を豊かにしてくれるのと，イラスト

を見てどう思うのか，人それぞれ違ったのを

比べて見るのも良いなと思いました。

Ⅲ．考察
　ここでは，前節の授業実践のワークシートに

記述されていた本実践におけるデータと江草

（2022）のデータを比較して，どのような変化が

あったのかについて考察する。

　まず，看図アプローチの３つの活動のうち，ビ

ジュアルテキスト中に描かれている諸要素を言語

化する「変換」における「もの」の日本語と英語

の解答数による本実践と江草（2022）の比較で

ある（表１参照）。

　表１によると，日本語と英語の「もの」の解答

数の両方とも江草 (2022) と比較して本実践の方
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が増加している。

　次に，看図アプローチの３つの活動のうち，ビ

ジュアルテキストを構成している諸要素を相互に

関連づける「要素関連づけ」における日本語と英

語の解答数による本実践と江草（2022）の比較

である（表２参照）。

　「要素関連づけ」については，本実践では「ワ

イシャツ」はどこにあるか，江草（2022）では

「絵」はどこにあるか日本語と英語で書いてもらっ

た。表２によると，日本語と英語の解答数とも江

草(2022)と比較して本実践の方が増加している。 

　最後に，看図アプローチの３つの活動の１つで

あるビジュアルテキスト中に表現されている内容

を超えて，展開について推量したり結果を予測し

たり，発展的に考えていく活動である「外挿」に

おける本実践と江草（2022）の比較である。「外

挿」については，両実践のワークシートにおける

発問が違うため，英作文の使用語数で比較した（表

３参照）。

　表３によると，英作文の使用語数と重なりを除

いた語数の両方とも江草（2022）と比較して本

実践の方が増加している。 

　このように，「変換」，「要素関連づけ」，「外挿」

の活動におけるワークシートから得られた記述

データを数量的に示してみたが，どの活動におい

ても本実践が江草（2022）よりも多いことが分

かり，表現力が伸びていることが分かった。また，

前節のワークシート５．の８の江草（2022）の

授業と比較すると，「本実践の方が難しい」とい

う感想が多かった。しかしながら，「とても面白

表１ 本実践と江草（2022）の比較：「変換」における「もの」の日本語と英語の解答数
日本語の「もの」の解答数 英語の「もの」の解答数

N M SD N M SD 
本実践

江草（2022）
7 
5 

18.0 
13.2 

2.8 
2.7 

7 
5 

16.6 
10.4 

3.2 
2.7 

注 Nは，授業当日に出席した学習者の数を指す。江草(2022 と数字が異なるのは，授業
当日に欠席したためである。Mは平均，SDは標準偏差を指す。

表２ 本実践と江草（2022）の比較：「要素関連づけ」における日本語と英語の解答数
日本語の解答数 英語の解答数

N M SD N M SD 
本実践

江草（2022）
7 
5 

9.6 
5.0 

2.6 
0.0 

7 
5 

6.9 
4.0 

1.9 
1.2 

表３ 本実践と江草（2022）の比較：「外挿」における英作文の使用語数と重なりを除いた語
数

英作文の使用語数 重なりを除いた語数

N M SD N M SD 
本実践

江草（2022）
7 
7 

45.0 
20.6 

18.5 
10.2 

7 
7 

29.8 
14.4 

6.7 
5.9 

注 例えば，Miki has a thread and a needle.という英作文では，使用語数が 7語であ
る。また，aが 2回使われているので，重なりを除いた語数は 6語と算出している。
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2.8 
2.7 

7 
5 

16.6 
10.4 

3.2 
2.7 

注 Nは，授業当日に出席した学習者の数を指す。江草(2022 と数字が異なるのは，授業
当日に欠席したためである。Mは平均，SDは標準偏差を指す。

表２ 本実践と江草（2022）の比較：「要素関連づけ」における日本語と英語の解答数
日本語の解答数 英語の解答数

N M SD N M SD 
本実践

江草（2022）
7 
5 

9.6 
5.0 

2.6 
0.0 

7 
5 

6.9 
4.0 

1.9 
1.2 

表３ 本実践と江草（2022）の比較：「外挿」における英作文の使用語数と重なりを除いた語
数

英作文の使用語数 重なりを除いた語数

N M SD N M SD 
本実践

江草（2022）
7 
7 

45.0 
20.6 

18.5 
10.2 

7 
7 

29.8 
14.4 

6.7 
5.9 

注 例えば，Miki has a thread and a needle.という英作文では，使用語数が 7語であ
る。また，aが 2回使われているので，重なりを除いた語数は 6語と算出している。

表３　本実践と江草（2022）の比較：「外挿」における英作文の使用語数と重なりを除いた語数
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く，色々な英文を作ることができて良かった」「二

度目なので，余裕を持って取り組むことができ，

知らない英語表現が知れて勉強になった」「次の

ビジュアルテキストがあることを期待している」

といった肯定的な感想も多かった。さらに，前節

のワークシート５．の９の本実践の授業を体験し

ての感想では，「また，やりたい」「難しい単語が

出てきて，それを使って文章を考えるのは難し

かった。しかし，とても勉強になったし，他の人

の文章を聞くのは面白かった」「長文の英語が書

けるから難しいけど，楽しさがある」「またやり

たいと思った。想像を豊かにしてくれるのと，イ

ラストを見てどう思うのか，人それぞれ違ったの

を比べて見るのも良いなと思いました」といった

肯定的な感想が多かった。このことに関連して鹿

内（2014）は次のように述べている。「難しいけ

ど面白い。鹿内らは，このような感想をもっても

らうことを目標にしています。学んでいることは

難しい。しかし，その難しさを克服させてあげれ

ば，そこから楽しさやうれしさが生まれてくる。

（p.60）」さらに，次のようにも述べている。「また，

『難しいけど…できていく』のです。『難しい』か

らチャレンジングなのです。難しいことができる

からこそ，『できていく』という達成感をもてる

のです。こういう経験を積み重ねることによって，

『自己有能感』が育っていきます。（同上，p.114）」

　今回の実践も，看図アプローチが大切にしてい

る「難しいけど面白い」を実現できていた。

Ⅳ．おわりに
　本実践では，江草（2022）とは異なるビジュ

アルテキストを用いて，看図アプローチの３つの

活動である「変換」，「要素関連づけ」，「外挿」に

ついて，定時制高校４年生を対象に英語授業で実

践した。また，江草（2022）のワークシートか

ら得られた記述データを，本実践のデータと比較

し，考察した。その結果，本実践が江草（2022）

より３つの活動ともデータの伸びが見られること

が分かり，表現力が伸びている可能性が示唆され

た（表１・２・３参照）。また，ワークシートの

感想の記述からも「自分で考えた文を英訳させる

のはすごくいいと思う。楽しいし，新しい表現も

覚えられる」「みんなの個性が光っていて前回以

上に面白かったです」「正直，楽しかったと思い

ます。理由としては，沢山の人たちの考えやその

人なりの発想，考え，を聞いていてとても楽し

かったからです」，という肯定的な感想が多かっ

た。そして，これらのデータや感想から，他の看

図アプローチの実践研究（茅野・時田 2021，溝上・

吾妻・鹿内 2016，大村・池浦 2020）と同様の

結果を得ることができ，看図アプローチの有効性

や汎用性の高さを示唆することができた。

　もちろん，本実践が江草（2022）と比較して

厳密に表現力が伸びたとは言い切れない可能性が

ある。理由としては，学習者が意欲的に実践に取

り組んでいる様子を見て，本実践が江草（2022）

では行わなかった，「外挿」の活動で作成した作

品の鑑賞や発表，および，その準備活動を当初の

授業計画より追加したためである。そのため，本

実践では，４時限の授業計画となり，江草（2022）

より２時限も多く実践を行ってしまったからであ

る。また，本実践は，江草 (2022) から４ヶ月たっ

た後の実践であるため，「英語表現Ⅰ」による他

の学習活動や他の科目による教育活動のため，表

現力が伸びた可能性もある，と考えられる。しか

しながら，ある学習者が授業中に「１年生の時は，

play などの簡単な単語も書けなくて悔しい思い

をした。しかし，４年生になって，少しずつ英文

を考えて書いてみることが楽しくなってきた。大

学生になっても英語の勉強をがんばりたい」と

言っていたことが印象的で，看図アプローチの授

業の有効性を改めて感じる場面もあった。

　今後は，「糸通し」のビジュアルテキストを本

実践と同時期に他の学年にも実施したので，そ

の実践の分析を進め，同様な結果が得られるか

検証する必要がある。また，看図アプローチ協

同学習を促進する「ビジュアルテキスト」であ

る「きゅうちゃん」（石田 2022・2023，鮫島・

石田 2023， 鹿内 2023，山下 2023）を用いて英

作文を作る実践を行い，表現力に伸びがみられる



看図アプローチを活用した定時制高校４年生における英作文の授業実践（江草千春）

46

かに関して，英語教育学や第２言語習得研究で用

いられる測定方法を利用して検証する必要がある

（江草 2005）。
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れた日本協同教育学会第 18 回大会にお

いて一部口頭発表したものに修正・加筆

を施したものである。

注２　本実践は，江草（2022）と同じ学習者

による授業実践である。江草（2022）では，

３年生であったが，2022 年度から 2023

年度に年度が変わり本実践では，４年生

に進級している。
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